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　日本国内に住所がある２０歳以上６０歳未満の方は、全員が国民年金に加入します。
国民年金の種別が変更になった時は、年金記録をつなぐためにも忘れずに届け出をしましょう。年金異動手続き
には必要書類等がありますので、詳しくは窓口まで問い合わせください。

収入が増えるなどして、扶養から外れたとき

○第１号被保険者（自営業者、学生、フリーターの方など）

○第２号被保険者（厚生年金、共済年金の加入者）

○第３号被保険者（第２号被保険者である夫（妻）に扶養されている方）

６０歳になる前に会社などを退職したとき

住民生活課

被保険者の種別こんなとき 届出先

第２号→第１号 住民生活課

被保険者の種別こんなとき 届出先

第１号会社等に勤めていない人や学生が２０歳になったとき

配偶者の勤務先第１号→第３号第２号被保険者である夫(妻)の扶養に入ったとき

住民生活課

被保険者の種別こんなとき 届出先

第３号→第１号

配偶者の勤務先第３号→第２号

配偶者の勤務先

・印鑑

用意するもの

用意するもの

・印鑑
・年金手帳又は基礎年金番号通知書

用意するもの

第２号→第３号
退職して、第２号被保険者である夫（妻）の扶養に
入ったとき

６０歳になる前に就職して、厚生年金や共済組合
に加入したとき

配偶者が転職したとき、又は配偶者の加入制度が
変わったとき

・印鑑
・年金手帳又は基礎年金番号通知書
・離職証明など退職日のわかるもの

・印鑑
・年金手帳又は基礎年金番号通知書
・扶養消失日のわかるもの

配偶者が退職したとき
・印鑑
・年金手帳
・離職証明など退職日のわかるもの

・印鑑
・年金手帳
・健康保険証
・基礎年金番号通知書

国民年金保険料学生納付特例制度ご案内
　学生の方は、一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合国民年金保険料の納付が猶予
されます。対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校で、
ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。
【所得の目安】１８０万円 ＋〔扶養親族等の数×３８万円〕
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなります。
　詳しくは、お近くの年金事務所、役場に問い合わせください。

◆問い合わせ先　仙台北年金事務所　☎224－0891／住民生活課　☎34１－８５１２

　
明
治
４
年
、
明
治
新
政
府
は
文
部
省
を

創
設
、
翌
５
年
に
「
学
制
」
を
発
布
し
、

明
治
６
年
に
大
衡
小
学
校
が
開
校
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
翌
７
年
に
大
衡
小
学
校
大

瓜
支
校
、
明
治
11
年
に
大
衡
小
学
校
針
支

校
、
明
治
13
年
に
大
森
小
学
校
、
翌
14
年

に
奥
田
支
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
制
度
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
度
重
な
る
改
革
が
行
わ
れ
、
尋

常
小
学
校
制
、分
教
場
制
、国
民
学
校
制
、

小
学
校
制
、
分
校
制
な
ど
の
変
遷
を
た
ど

り
ま
し
た
。

　
戦
後
、
昭
和
27
年
に
発
足
し
た
大
衡
村

教
育
委
員
会
は
、
昭
和
29
年
に
「
大
衡
小

学
校
」
を
「
大
衡
第
一
小
学
校
」
に
、「
大

森
小
学
校
」
を
「
大
衡
第
二
小
学
校
」
に

改
称
し
ま
し
た
。「
大
衡
小
学
校
」
と
「
大

森
小
学
校
」
の
校
名
は
、
村
民
に
と
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
に
愛
着
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
校
名
改
称
に
た
め
ら
い
も
あ
り
ま

し
た
。

　
当
時
、
第
一
小
学
校
は
「
大
瓜
分
校
」・

「
針
分
校
」・「
奥
田
分
校
」
の
三
つ
の
分

校
を
抱
え
、
分
校
教
育
に
優
れ
た
実
績
と

研
究
を
積
ん
で
お
り
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
44
年
、
奥
田
分
校
が
児
童
数
減
少

に
よ
り
廃
止
と
な
り
、
児
童
は
本
校
の
第

一
小
学
校
へ
通
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村

は
大
瓜
分
校
廃
止
の
方
針
を
示
し
、
分
校

存
続
を
望
む
地
元
の
大
瓜
地
区
住
民
と
話

し
合
い
を
重
ね
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
後
、
昭
和
46
年
度
に
村
教
育
委
員
会
は

過
疎
対
策
の
一
環
と
し
て
「
全
村
一
校
統

合
」
の
方
針
を
決
定
し
、村
議
会
は
、「
第

一
小
学
校
と
第
二
小
学
校
を
廃
止
し
、
新

た
に
平
林
に
大
衡
小
学
校
を
建
設
す
る
。」

と
議
決
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
小
学
校
統
合
の
問
題
は
村
民

の
大
き
な
関
心
を
集
め
、
統
合
事
業
の
中

止
を
求
め
る
陳
情
書
が
村
民
約
６
０
０
名

の
署
名
を
も
っ
て
村
長
・
議
長
・
教
育
長

宛
に
提
出
さ
れ
、
村
は
小
学
校
統
合
の
必

要
性
を
丁
寧
に
説
明
し
、
村
民
へ
理
解
を

求
め
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
過
で
、
第
一
小
学
校
と

第
二
小
学
校
は
昭
和
46
年
度
で
廃
止
さ

れ
、
昭
和
47
年
度
か
ら
名
目
統
合
さ
れ
て

大
衡
小
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
統
合
校
舎
が
完
成
す
る
ま
で
に
２
年

を
要
し
、
こ
の
間
児
童
は
従
来
ど
お
り
大

衡
小
学
校
の
大
童
教
場
（
旧
第
一
小
）・

大
森
教
場
（
旧
第
二
小
）・
大
瓜
分
校
・

針
分
校
に
通
学
し
ま
し
た
。

　
昭
和
48
年
12
月
に
平
林
（
現
在
地
）
に

新
校
舎
が
完
成
し
、
昭
和
49
年
４
月
か
ら

村
内
の
全
児
童
３
９
５
人
、
13
学
級
が
そ

ろ
い
大
衡
小
学
校
で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
大
衡
小
学
校
の
校
章
は
旧
第

一
小
学
校
の
校
章
、
校
歌
は
旧
第
二
小
学

校
の
校
歌
を
採
用
・
制
定
し
ま
し
た
。

『
小
学
校
の
統
合
』
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▲針分校があった衡上集会所
　敷地に残る二宮金次郎像

▲針分校

▲大衡第一小学校

▲大衡第二小学校

▲奥田分校

▲大瓜分校


